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１．全体の概要 

筋電義手を用いた小児に対する訓練件数は年々増加しているが、訓練に使用する筋電義手は病

院などの訓練施設側が購入する必要があり、初期投資額が大きく訓練が行える施設が限定されて

いる。さらに、この義手は輸入に頼っている。そのため本事業では、訓練用途主体かつ国産で廉

価な小児訓練用筋電義手の開発を目的とする。また、日常生活において、筋電義手の使用を補助

する自助具の製作を安定的・継続的にできる仕組みづくりも行う。 

 

２．開発した支援機器 小児訓練用筋電義手とカップホルダー製作用持ち手曲げ治具 

小児訓練用ハンドは約550ｇのペットボトルの把持が可能となった。シリコン製グローブはグロ

ーブがずれにくい内部構造を備えた。リストメタル機能付きバッテリは筋電義手の限られた空間

内に配置できるようにリストメタル機能を備えたバッテリとなった。カップホルダー製作用持ち

手曲げ治具は製作者の技量に依存せず、安定してカップホルダーを製作できるように立体プリン

タを用いて開発した。 

 

         

小児訓練用ハンド   シリコン製グローブ    リストメタル機能付きバッテリ 

図１ 小児訓練用筋電義手 

 

 

図２ カップホルダー製作用持ち手曲げ治具 
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